
海外渡航・滞在時の安全管理について

神戸大学は、「多様な価値観を尊重し、異文化に対する深い理解力を有し、コミュニケーション能力に優れた」人材を育成することを教育憲章に掲げています。皆さんが積極的に海外で学び、世界に羽ばたく人材に育っていかれることを願っていますが、一方で、海外では、事故、感染症、テロや内戦といった多くの危険があることも事実です。したがって、海外渡航・滞在時には危機から身を守ることが求められますので、以下のことに十分な注意を払ってください。

◆情報収集

　海外渡航・滞在においては、まず「自分の身は自分で守る」との心構えをもって、情報収集や安全対策に努めてください。外務省がホームページ等で発出している「危険情報」などを参照し、日々、世界及び地域の情勢についての情報を収集しておきましょう。

※原則として、外務省「危険情報」発出地域への学生の渡航は認められません。
　外務省海外安全ホームページ　http://www.anzen.mofa.go.jp/
◆保険について

海外渡航・滞在中の事故や病気に備え、必ず保険の準備をしてください。クレジットカードに付帯している簡易な保険では不十分ですので、損害保険会社の海外旅行保険を掛けるようにしてください。また、現地での保険加入を留学先の大学が義務としている場合もあります。その場合、各自で内容をよく確認してください。（カバーする範囲が異なりますので、できるだけ両方の保険に加入することをお勧めます。）

※高額な海外での治療費や移送費

　たとえば、アメリカでは病状によっては、入院費が１日で百万円以上かかるケースもあります。また、日本から親族の方が現地に出向き、あるいは本人を日本まで移送する場合も、２千万円以上かかることがあります。これらの費用（「治療・救援者費用」といいます。）に関して、クレジットカードの保険では、百万円程度しか掛かっていないことが多いので、できるだけ保障が無制限の保険に加入してください。
　また、歯科疾病の治療費用は、保険の対象外となることが多いので、よく留意してください。

◆家族・大学への連絡

出発前に必ず旅行日程や宿泊先、旅行中の連絡手段等をご家族や友人等に残しておいてください。また、滞在先から定期的に連絡してください。大学に対しても、海外渡航届の提出後、保険加入や連絡先の変更など新たな情報がある場合は、所属学部・研究科の担当係に届け出てください。また、海外で事件や災害等が発生した場合は、速やかに安否情報を家族及び大学に連絡しましょう。

　　　　　　学部・　　　研究科教務担当係　　TEL:＊＊＊＊＊＊＊　　　　E-mail:＊＊＊＊＊＊＊＊＊　　　　　　　　　　　　

◆在外公館への「在留届」について

　外国に住所又は居所を定めて３ヶ月以上滞在する日本人は、管轄する日本の大使館又は総領事館（在外公館）に「在留届」を提出するよう義務づけられています。（旅券法第１６条）詳細は外務省ホームページで確認してください。


「海外渡航届」について


海外で事件や災害などが発生した場合、神戸大学が学生の皆さん方の安全確保に最大限の努力をするために、「海外渡航届」の提出をお願いしています。※夏季休業中の観光などを目的とする私的な渡航に関しては、「海外渡航届」提出の必要はありません。また、各学部・研究科で別に定める様式がある場合等は、教務担当係の指示に従ってください。





留学生の方へ


留学生（日本国籍以外の学生）が一時的に日本を離れる場合は、出国前に、大阪入国管理局神戸支局にて、「再入国許可申請」することが必要ですので、注意してください。











